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１．はじめに 


























 2）調査対象は本学薬学部 4 年生で、2016 年と 2017 年の「初回面談」の実習終了後にルーブリ









 2）2016 年と 2017 年の学生数は、それぞれ 488 名と 363 名であった。2016 年は、「初回面談」が
1 回目と 3 回目となり、学生数はそれぞれ 244 名ずつであった。2017 年は、「初回面談」が 2 回目
と 3 回目となり、学生数はそれぞれ 122 名と 241 名であった（表 5）。2016 年の「共感」の「4」へ
の到達率は、1 回目と 3 回目はそれぞれ 20.9％、32.0％、「傾聴」は、26.6％、41.0％、2017 年の
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表 2 ルーブリック評価票 
  
表 3 薬局応対未経験者の達成率と模擬患者の介入する実習の流れ 
  
表 4 薬局応対経験者の達成率と模擬患者の介入する実習の流れ 
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表 5 模擬患者の介入する実習の流れ 
 
  
表 6 ルーブリック評価による共感・傾聴の到達率 
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